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研究 の 意義 と概 要

　本研究 は
，

ラ イ フ ラ イ ン の 機能 陣害 に 対す る利用者の 「対応 シ ス テ ム 」 ，
っ ま り心 理的

反応 や対 応行動 を ， 心 理学 的な 観点か ら明 らかに した うえ で ， 生活支障 を統一的 な評価閲

数で定 量化 し ， 事業 主体側 と利用 者側の 対策を含 め 允 ラ イ フ ラ イ ン 地震 防災対策 の あ り方

を探 る こ とを 目的と した もの で あ る。

　わが国に おい て は ， 耐震工学の 発展 と建設技術の 進歩に よ っ て ， 都市の 耐震安全 性 はか

な り向上 し て きた 。 し か し
， 膨大 な施設 か ら構成 され る ラ イ フ ラ イ ン 系 に は ，

一様 に 高 い

耐震水 準を 確保す る こ とは 不司能で あ る 。 こ の ため，比較的発生頻度の 高い 震ff　5 程度 の

地 震で も ラ イ フ ラ イ ン 系の 地震時 機能障 害を全面釣 tc回避す るこ とは困難で あ る 。 近年 の

地 震で も被 災地 域 の 生活困難が大 きくク ロ ーズ ア ッ プ されて お り ， ラ イ フ ラ イ ン 機能障害

に よ る 利 用者 の 困窮を抑 制 する こ とは ， 都市地震防 災上 の 重要 な 課題 で あ る と い え る 。 と

こ ろが ， 利用者 の 生活 支障 の 実態 を反映 した妥 当 な 評価尺度 や ， 地 震防災対策 の 効果を検

証 す るた め の 手法 が確立 さ れ て い るとは い い 難い の が 現状で あ る 。

　本研 究で は ， 人間の 日常 生活 を ニ ーズ の 発生 ・充足 の 繰 り返 しと して と らえ ， 災害時に

お け る被災者 の ニ ーズ の 階層性 と時閼的変化 の 構造 を分析 した 。 こ れ に 基 づ い て ， 地震時

の ラ イ フ ラ イ ン の サ ービ ス 低下 に 対す る利用者 の対 応 シ ス テ 厶 ・モ デ ル を構築 した 。 利用

者 の と る具体 的行 動 は， ニ ーズ の 棚 上げ ，代替物 の 利 用 ， 生 活の 場 の 移 転 の 3 種類 に集約

され ると仮定 して い る 。 ま た ， 筆 者 らが さ きに提案 した 加重平均法 に よ る生活支障 の 騨価

モ デ ル の 概要 を 紹介 し，
そ の 適用 例を通 じて 被災後の 災害対応 と生 活支障 との 関連 を 論 じ

た 。
こ の 評価 モ デ ル は ， 上 述の 対応 シ ス テ ム ・モ デ ル を 単純化 して 構成 した も の で あ る 。

そ の 問題点 を ふ まえ た うえ で ， 今後 の 鐸題 と展望 を最後 に述 べ た 。
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1 ． は じめ に

　地震 被害 に よ る ラ イ フ ラ イ ン 系 の 被害 は，施設 の 物 理 的損傷に と どま らず ， 数多 くの 利

用者に機能 的被害が波及す る 。 こ の た め機能 的被害の 累積を軽減 し， 利用 者 の 困窮を抑 制

す る こ と は ， 都市地震防災上 の 霊要な課題 で あ る。 こ れ に は
， 利用 者の 生活攴障 の 定量的

評価体系を確 立す る こ とが 要件 と な る 。

　本研究 は
，

ラ イ フ ラ イ ン の 機能障害に 対す る利用者 の 心理 的反応 と対応行動 を考 慮 し，

生活支 障 を 統一的 な評価関数で 定量化 した う え で ，事 業主体側 と利用 者側 の 対策を 含め た

ラ イ フ ラ イ ン 地震防災対策 の あ り方を探 る こ とを 目的 と した もの で あ る 。 まず ， ラ イ フ ラ

ィ ン 機 能障害 の 評価法 と して の 従 来の 方 法や研究 を概観 し， そ の 問題点を 述 ぺ る 。 次 に
，

ラ イ フ ラ イ ン 機能障害 に対 す る 利用者の 対応 行動を分析 し， 被災時 ニ ーズ の 時 間的変化 に

注 目 した 対応行動 モ デ ル の 枠組み を示 す 。 さ らに ，策者 らが提案 した生活 支障の 評価 モ デ

ル を用 い て ，被 災後 の 災害対応 と生活 支障 との 関連 を論 じ
，

そ の 問題点をふ ま えて 今後の

課題 を述 べ る。

2 ． ラ イ フ ラ イ ン 機能障害 に よ る 間接被 害の 従来 の 評価法

　ラ イ フ ラ イ ン 系 の 地震 被害 は ， 設備の 物 理的被害 や復1日費用な ど の 「直接被 害」 に 加 え

て ， 機能障害に よ る多大 な 「聞接被害」が 発生す る 。 間接被害 の 従来 の 定量 化手法 と して

は ， 以 下の 例 が 挙 げ られ る 。

（1）供給側 の サ r ビ ス 支 障規 模

　　 【評価指標 ； 配 水量 の 減 少量 ， 供給電力量 の 減少量，電話 の 損失呼な ど】

（2）利用者側の 被災 規模

　　 【評価指標 ； 被災戸数 ， 被災率 ， 延 べ 被災戸数 ，
サ ー ビ ス 障害時間な ど】

　機能障害 の 空 間的波及 と そ の 時間的累積 に 注 目し疲 こ れ らの 評価 指標は ， 被害の 客 観的

尺 度と して 有用 な も の で あ る が ， こ の よ うな代表値 が 実際 の 被害を正確 に反 映 す る と は限

らない 。 例 えば 1，000戸 で 1目 の断水 と50戸 で 20日間 の 断 水は ， 延 べ 被災戸数と して は同
一

の 評価値 （1．000戸 ・H ）とな るが ，被 災 日数 の 長 い 後者 の 被災者の 方 が 深刻 な 影 響 を 受 け る 。

逆 に ， 1．OOO戸 で 1秒間 の 停電 と se戸で 20秒 間の 停電 は ， 同
一の 評価値 （1，aOO戸 ・秒 ）を 与 え

るが ， 電気製品 の デ ー
タ損 失 な どか ら ， 被 災戸数の 多い 前者の 方 が大 きな影響 を与 え る可

能性が あ る 。 機能 的被害の 支配要因は ， 被害の 継続時 間 ， 空間的規模 ， あ る い は そ の 両者

と様 々 で あ り， 時 間的 に非線形な性質を持 っ と い え る。 従 っ て
，

よ り多 く の 情報を含む復

旧曲線 を加工 し，総 合的に 被害を 定量化す る べ きで あ る とい え る 。

（3）供給 側 の 経
’

的損失
1，

　　　 【評価指標 ： 減 収額 ， 料 金減免額 ， 被害調査費 用 ， 応 急供給 費用な ど】
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　　　 【評 価指標 ： サ ービ ス 障害 に よ る利用者 の 経済的損失な ど 】

　《3）は機能的被害の 発生 に起 因 す る事業者 の 減益 と臨時支出が主体 と な る。

’
これ に対 し ，

（4）の 利 用者側の 経済 的損失 は ，利用者が 被 る影響 を貨 幣価値に換算す る もの で あ り ， 直接

被 害 や防災投資と間接被 謇 を 同一 の べ ー一・X で 比較す る こ とが 可能 と な る こ とか ら，防災対

策 の 喪用便益 分析 に有 用で あ る が ， 利用 者損失の 単価算定 の 根拠 等 に 課 題が残 され て い る 。

（5》利用 者の 居住生活支wae） − E ，

　　　 【評価指標 ： 生活水準指数 ， 生活活 動へ の 個別 ・総合影響度 な ど】

　中林
e ，

は，居住生活支障 を 表す 指標を世 帯単位 に 時 間曲線の 形 で 表現 し
，

地域全体 の 生

活 被害 量 を 求め る方法 を 提案 した 。 また 塩 野 らは ， 電気 ・ガ ス ・水 道 に 複合的 に 依存す る

生 活に お い て 災害時に 生 じ る支障を定 盪的 に 評価 ・予測す る手法 を提案 して い る
7 ， ・8 ）

e

本来 ， 主 観的尺度で 捉 え ざ るを得 な い 雄活 上の 困惑感 を ， 客観的 に評価 した点 で ， こ れ ら

の 研究 は 意義深い 。 た だ し間接被害 の 時間的非線 形性 に つ い て は こ こで も考慮 され て い な

い 。 地 震防災対策 との 関 迎で は ， ラ イ フ ラ イ ン 依存 の 排 除や 「備 え 」 の 強化な ど， 地 震 防

災対策 を主 体的 IC進 め る こ と が で きな い 利用者側 の 自衛策 が重視 され て い る 。

3 ．平常時 と災害時 に お ける被災者の ニ ーズ の 基本構造

　人々 の 日常生 活 は， ニ ーズ の 発 生 と そ の 充足 の 繰 り返 し と考え る こ と が で き る 。
ニ ー ズ

の 発坐 か ら充足 まで の サ イ ク ル の 長 さ に 着 目す る と ．
ニ ーズは以 下 の よ う に 分 類で き る。

　（1）生 命の 保持 に 必要な もの 　　　　（食事 ・睡眠 な ど 　　　；時〜 Eiiサ イ ク ル ）

　（2》健 康 ・衛生 の 保持 に 必要 な も の 　 （入浴 ・洗濯 な ど　　　； 日 〜 週 サ イ ク ル ）

　（3》社会 的存在 と して 要求 さ れ る もの （勤労 ・教 育な ど　　　； 日 〜 週 サ イ ク ル ）

　｛4）文化的生活 の 維持 に 必 要 な も の 　 （娯 楽 ・ 精神的休恩 な ど ； B 〜月サ イ ク ル ）

生活に不 司欠 な ニ ーズ ほ ど サ イ ク ル が短 くな っ て い る こ とが指摘で きよ う。

　一方 ， 災害 の 発 生 は ， 日常生 活 の 中断 を余儀 な く さ せ る よ うな 急 激な 状況 の 変化 と して

と らえ られ る。
ニ ーズ の 発 生 ・充 足の サ イ ク ル の 観点 か らは ， 災霤 の 発生 は

，
日 常行わ れ

て い る ニ ーズ の 発生 ・充足 の サ イ ク ル IC何 らか の 制限 が 加わ る ， あ る い は サ イ ク ル そ の も

の が停 止す る事態で あ る と考 え られ る 。 さ らlt，災害 と と もに発 生 した 状況 の 急激な変化

は
，

そ れ を認 識す るた め の 強 い 悄報 ニ ーズを入 々 に 喚 起 さ せ る こ とが予想 さ れ る 。 以上 か

ら，災害時に お い て 被災者 は 日常 生 活 とは違 っ た ニ ーズ の 発生 ・充 足 パ タ
ー ン を持 っ こ と

が 予想 され る 。

　心理 学者 Maslow9 》

は ， 人 々 の ニ ーズ に 図 1 の よ うな 階層構造 （hierarchy　of 　needs 》が

存在す る と主張 し ， 人間は低水準の ニ ーズが満た され る と，よ り高 い 水準の ニ ーズ を抱 く

と い う概念 を 提示 した 。
ニ ーズ の 発生 ・充 足 の サ イ ク ル と ， 災害 に よ る ニ ーズ体系の 変化

を 考慮す る と，地 震時 の 被災 者 の ニ ー ズ は 図 2 の よ う に 時 間の 経過 と と も に 推移 す る と仮

定 で きる 。 地震最 中 〜 直後 に か け て は ， 自己の 安全性 の 確 保 と い う こ とが第一義的 に な る

が
，

そ れ が満た きれた後 は
，

ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ーの 確 保 が 重要 とな る 。 具体 的 に は ， 家族

の 安全性確保 ， 財産 の 保全 ， 身分の 保証 を求 め る 。 そ の 後 ， 快適 性 ・利便 性 の 確 保 を 経 て
，

日常性 の 完全 回復 へ と移 行す る。

　 ラ イ フ ラ イ ン 機能に 対す る ニ ーズ に 関 して も同様 に 階層性が あ り ， 地震 後 の 短 期 間は利

々
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用者 の ニ ー ズ は 抑制され
，

サ ー ビ ス 低下 を許容で きるが，サ ー ビ ス低下 が長期 化す ると不

満が 高 ま り， か つ 高水 準の サ ー ビ ス を 要 求す ると考 え られ る。 また利用者 は 搬々 な手段を

講 じて 生 活支陣を回避 し，
ニ ー ズ充足 の 努力をす る 。 本研究で は ， ラ イ フ ラ イ ン 機能障害

に 対す る利用者 の 心 理的要因 や 災害対応行動を 「対応 シ ス テ ム 」 と呼 び ，
4 ．で そ の 構造

を 分析す る 。

　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　1時間鱈は囎 の 双恨や櫨災奮の 蟹實の 程度に応 じて甕砌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3days 　　 tVteek　　　 lmonth　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 地饅発生　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1hr　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lday
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

So譴。麒 贓 z麒  

幡
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o ゆ o 胴  血 翻識歓窟

融 o  聴 gd5 杜金的承蹴
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図 1　 Maslontseよ る欲求の 階層構造

驫讃訳鍛噸
膣身・議 雌 　　錫宅 　　　臨 機麗の安定化

　窟銭の安否随講　　複職　　　　　　　笹書の鰹復

展灘的猷掌
r− 一一一一■一一一一一一弓レ 日幽憧の回複

図 2　 地震災害に お ける被 災者 の 欲求 の

　 　　時間的変化

4 ． ラ イ フ ラ イ ン 機能陣害に 対す る被 災者 の 対応 シ ス テ ム

　図 3 は ， ラ イ フ ラ イ ン 機能 障害 へ の 被災者 の 対応 モ デ ル
，°，

に 基づ い て ， 対応行動 の 時

闘的変化 に 関連す る項 目間の 因果 関係 （＋ ：促進 ，

一
： 抑制 》を 図示 した もの で あ る 。 被 災

時 に は tf・一 ビ ス 水準が ニ ーズ を下 回る た め ， 被災者 は種 々 の 代替物を利用す る とと も に ，

ニ ーズを 一時的 に 下方 修正 し，個 人あ る い は世帯単位で ニ ーズ対サ ー ビ ス の 均衡 を図 る 。

しか しそ の 過程 で 均衡が とれ なか っ た り，蓄積す る不便 ・不満 ・コ ス トが 許容限度 を超 え

た り した 場合に は ， 生 活 の 部 分的 ・全 面的移転が 発生 す る と い う仮 説を 立 て て い る 。 以下 ，

項 囗間の 関連を説明す る 。

（1）サ ー
’
ビ ス 低下 が 激 し い ほ ど

，

ニ ー ズ の 棚上げ （我慢 ）が 促進 され 被災時 ニ ー ズが 低下 す

　　る と同時に ， 代替物 の 利 用 が 促進 され る。 図 3 で は ， 各項 目が 「大 きい 」値 あ る い は

　　 「長 い 」 値 を と る場 合 を基 準に正 符号 （＋ ）を定 め ， 次 の よ うな関係を表現 して い る 。

　　 「被 災時サ 』 ビ ス が大 きい ど ，
＝ 一ズ の 棚上 げ ie負 の イ ン パ ク ト（一｝を与 え ， ニ ー ズ

　　の 棚 上 げ bi大 き い と，被 災 時 ニ ー ズ に 負 の イ ン パ ク ト（
一

）を与え る 。 従 っ て 被災時サ

　　ー ビ ス が低下す る と ， 被災時 ニ ー ズが低下す る」 。 以 下 に っ い て も同様 の 表記法 を と

　 　 っ て い る 。

（2） ニ ーズ の 重 要性 が大 き い ほ ど ，
ニ ーズ の 低下が 抑制 され る と同時 に ，代 替物 の 利用 が

　　促進 さ れ る 。

一
般家 庭 に お ける用 途別の 水利用を例に と る と， 洗車 に 使 う水や 庭に ま

　　 く水 な どは 災害時 に は 利用 をひか え られ るが ， 飲 み水 や 調理用の水 は ひ かえ られず ．

　　応 急 給水が利用 され る とい う状況 を表現す る 。 図 2 の 階層性に お い て ， 被 災者 の 直面

　　す る 場面場面で ， 優先 順位 の 低 い ニ ーズ ほ ど災轡時 に は 抑圧 され やす い 。

（3｝サ ー ビ ス 低下 の 経過時 間が 長 くな る と， ニ ーズ の 棚 上げ は徐 々 に困難 とな り ， 被災時

　　 ニ ーズ は 上昇 す る 。 上 に 述 べ た ニ ー ズ の 充足 サ イ ク ル とそ の 貢要性 か ら ． 停止 許容期
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　　間 が規定 され る。

（4）利用 者 の 生活環 境に
， 家 屋の 損壊 や負 傷の 発生 な ど の 大 きな 変 化が あ っ た場合 ， 日常

　　生 活が 制限 され ， ライ フ ラ イ ン の 機能へ の ニ ーズ が 低下す る こ とが考え られ る 。

（5｝被 災時 にお ける生活 の 制限， ニ ーズ の 低下が続 くと ， 不便 や不 満感が蓄積 され る e ま

　　た 代替物 を利用す る こ と に よ り ， 通 常は必要 と しな い コ ス ト が か か る 。

｛6）不 便 ・不満 ・コ ス トが 許容限 度を 超え た り， 被災 時 ニ ーズが ， 被災時サ ー ビ ス と代替

　　物 に よ っ て 充足 され な い 場 舎，外食 や 公衆浴場利 用な ど ， 生 活機能 の 一部移転 や 、 外

　　泊，疎開 な ど， 生 活の 場 の 全面的移転が図られ る 。

　次に 図 4 は
， 代替物の利用 に よ り被 災時 ニ ーズを 充足す る種々 の 行動を ， 代替物 の ス ト

ッ ク と フ v 一 の 関 係 に 注目 し て モ デ ル 化 した もの で ある 。 こ．こで は ， 次 の 4 種の 代替手 段

で サ ー ビ ス 低下 の 影響 が緩 和 され る と した 。

　 （1｝事前 備 蓄型 （災害発生 以前 の 代用品の 宅内 ス ト ッ ク｝

　（2》配給型 （ラ イ 7 ラ イン 事業者 な どの 公的機関 に よ る代替サ ー ビ ス ・援助 ）

　（3）獲得型 （社会的ネ ッ ト ワ ーク や流通 在庫を通 じた 代用品 の 融通 ・購入）

　（4）宅外機能利用型 （公衆施設 な どの 利駕）

（1）は 災害 発 生前 の 事前備蓄量 で あ り， 世帯固有の 初 期条件と な る 。 （2）と （3）は機会 le応 じ

て 補給 され ， 世帯 の 儲 残訓 ス ト ve ）c・遍 加され る配 給量（フ ・ 一）お よ び獲得 量 （フ ゜ 一）

で あ り， 被災世帯数 ， 全体 配 給量 ， 社会的 ス トッ ク量， 外部か らの 支援に よ っ て 変化す る 。

また備蓄 利用 量 は ， 備蓄残量 と被災時サ ー
『

ス水準 ， 復 旧見込 み 惰報の 影響 を 受 け る 。 （4）

は ， 生活 機能 の 一部移転 に対応す るもの で あ る。

5 ．加重平均法 leよ る生活支障の 定量 化 モ デ ル
1E ｝

　策者 ら は ， 利用者 の 生活支障に 以上 の よ うな社会的要 因 と心理 的要因 が関与す る こ と に

注 目 し ， 地 震後 IZ低下 した ラ イ フ ライ ン の サ ービ ス 水準 に 対す る利用者 の 主観的評価 に 基

づ い た ， 機 能 的被害の 定量 化 モ デ ル を提案 した 。 そ の 概念図を図 5 に 示 す 。 図 3 の 対 応 シ

ス テ ム を 単純化 し ，
ニ ーズ とサ ー ビ ス 水準 の 不均衡か ら生 じる不満 ・ 不便を

，
0 か ら

’
1 ま

で の値 を と る基準化 され た 尺 度で 表現 す る もの で あ る 。

　まず 各サ ービ ス 水準 に 対す る利用者 の 「充足度」 の 時 間曲線 を 定義す る。 こ れ を被害 発

生後 の サ ー ビ ス 水 準 の 時間 的描移 （復 旧曲線）に よ っ て 加重平均 し， 利用 者全 体 の 充 足度 の

時間曲線 を 求 め ， 利 用者 の 生活 支障の 時間変動 を表 現 し て い る。 さ ら に ，
こ の 曲線 の 時間

綴分 に 基 づ い て 生活 支障 の 総合評価指 標で あ る累積 困窮度 （TD｝を定 め た 。

　図 6 は 1978年 宮城県沖地 震 に お ける仙台市 の 断水の 影響評価 へ の 適用例で あ る 。 図 4 の

配給型 の 代 替手段の 効 果を み るた め ， 給水車 leよ る応急給水活動を考慮 した 。 断水の 発 生

と同時に充 足度 （O ）の 低下が 始ま るが
，

応急給水体 制が 整 っ た 2 日 目にや や増加 して い る 。

3 日目 に は 再 び低 下 し て い る が ， こ れ 以降は断水 の 解消過程 （●）に 応 じて 充足 度が 回復 し

て い る 。 図 7 は 1983年 B 本 海中部 地震に お ける 能代市の 断水の 影響評価 へ の 適用結 果で あ

る。 図 4 の 備蓄型 や獲 得型 の 代 替手段の 効果 を み る た め
， r 人一・H あ た b　．

3 リッ ト ル と 18

リ ッ トル の 水 利用 が 司能で あ る と 仮定 した 場合（O ， ●）と ， 不可能で あ る 場 合 （▲ ）と の 比

較 を行 っ た 。 備蓄水 の 利用 る生活支障 の緩 和効果を 示す 結果が得 られた 。
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画 利用者欄人単位の充足度曲線 利用沓全体の充足度曲線
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図 5　 加璽平均法 に よる利用者 の生活支障 の評 価 モ デ ル
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図 6　通水率曲線 （●）と充足度曲線（○｝　 図 7
　　　 （1978年宮城県沖地震 ： 仙 台 市）

0510152e253ea5

　 　 　 　 　　days 　 stter　 E．Q．

備 蓄水 が利用可能 な場合 （○ ， ● ）と不可能な

場 合（▲ ）（1983年 日本海 中部地 震 ： 能代市〉

6 ．今後 の 課題

　ラ イ フ ラ ィ ン 事 業者 の 地 震 防 災対策 は ． 物理 的被害 軽 減対策 ， ネ ッ トワ
ーク 形態 面か ら

の 対応 ，　シ ス テ ム ・オ ー ト メ ー
シ ョ ン ICよ る対応 ， 人間 の対 癒 ・作業か らな り

lt ⊃

， 被害
の 未然 防止 ， 拡 大防止 ， 早期 復 1日が図 られ る 。 ま た利用者 は 図 3 ， 図 4 に 示 した 対応行動
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に よ っ て 自衛策 を講 じる 。 5 ．の 評価 モ デ ル は利用 者 の 被害離容傾向を 含む様々 な 心理 的

要因を反 映す る の で
， 生活支障を軽減す る ための 上 記 の 種々 の 対 策を選択 して 組み 合わせ ，

そ れ を検証す るため の 一
助 となる と考 え られ る。

　現段階で は ， 単
一の ニ ーズ と単一の ライ フ ラ イ ン 機能 の 関係 の み を考慮 して い る が，多

様 な ニ ーズ が複 数 の ラ イ フ ラ イ ン 機能 に よ っ て 保持 され る 日常生活 に お い て は
， 利用 者側

で ラ イ フ ラ イ ン 被害の 相 互 連関 が生 じ る と考え られ る。 また ， 図 3 の 「不 便 ・不満 ・コ ス

トの 蓄積」の メ カ ニ ズ ム を単 純 な関数関係で 衷して い るが ， これ leつ い て は心 理学 的観点

か らさ らに検 討 を要す る 。　そ こ で ， 1983年 日本海中部地震 の 総合的再評価
t3 ｝

の 一環と し

て 行 う質 問紙 調査の 一部 で 上 記 の 問題を扱 う こ とと した 。 　　 　 　　 　　 　 　　 　
’

　質問紙 の う ち ， 生 活支障の 定 量化に関す る 部分 で は
， ｛1）利用 者 の ラ イ フ ラ イ ン 機能 へ

の 依存状況 ， （2）利用者 の 代替物利用状況 ， （3）サ ー ビ ス 攴障 の 持続期間 ， （の サ ー ビ ス 支

障 の もとで の 行動 ， （5）生 活困難 の 発生 ・持続状況等に っ い て尋ね る構成 とな っ て い る 。

利 用者固有 の 圖性 と サ ー ビ ス 支 障を 説明変 数 と して ， 生活支障の 発生要因 を 統計 的 に 分 析

し， 上記 の 生 活支 障評価 モ デ ル に 反映 さ せ た い と考 え て い る 。 質問紙調査 の 概要 に っ い て

は 別途報告
ts ，

され る の で 參照 さ れ た い
。
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